
 

 

§５ 学校再編のスケジュールと個別計画 

 (１) 再編のスケジュール 

  ＜小学校＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

学校名 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度

田井小

築港小

宇野小

玉小

玉原小

日比小

二日比小

荘内小

八浜小

大崎小

山田小

後閑小

鉾立小

胸上小

統
合

準
備
委
員
会
設
置

統
合
（
現
日
比
中
へ
）

準
備
委
員
会
設
置

統
合

統
合

準
備
委
員
会
設
置

準
備
委
員
会
設
置

※ 鉾立小は令和６年

度末で休校し、令和７

年度に鉾立小は胸上小
に集約
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（玉野市立小中学校適正規模・適正配置計画から抜粋）



 

 

＜中学校＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

学校名 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和11年度 令和15年度

宇野中

玉中

日比中

荘内中

八浜中

山田中

東児中

統
合

統
合

統
合

準
備
委
員
会
設
置

準
備
委
員
会
設
置

準
備
委
員
会
設
置

日比中を小学校へ改修

R12小学校へ転用
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 (２) 小学校（再編時期順） 

＜№１ 山田小学校、後閑小学校、鉾立小学校、胸上小学校の再編＞ 

再編 

方針 

◆ 山田小学校、後閑小学校、鉾立小学校、胸上小学校を統合 

 後閑小学校については、学校運営上、著しい課題が生じる児童数となることが見込

まれる場合は、再編時期を１年早める可能性があります。 

時期：令和10年度（2028年度） 

位置：胸上小学校 

通学手段：徒歩、公共交通機関又は通学用バス等を活用 

児童数

学級数

見込み 

 

   

 

   

 

 

 

 

 

学年 
R10 

児童数 学級数 

１年 19 1 

２年 25 1 

３年 29 1 

４年 24 1 

５年 31 1 

６年 33 1 

合計 161 6 

学校名 
R６ R10 

児童数 学級数 児童数 学級数 

山田小 66 6 49 5 

後閑小 18 3 18 3 

鉾立小 45 5   

胸上小 87 6 94 6 

合計  216   20  161   14 

考え方 

① 複式学級の解消＋単学級の解消（クラス替えが可能） 

 山田小学校は、令和10年度には複式学級が生じる見込みであり、その後も児童数

は減少傾向にあります。 

 後閑小学校は、令和３年度以降、完全複式学級となっており、今後もその傾向が続

く見込みとなっているため、早期の再編が必要となっています。 

 山田小学校と後閑小学校を統合した場合、令和12年度に複式学級が生じる見込み

です。 鉾立小学校については、令和６年度末に休校となり、令和７年度から胸上小

学校に集約されることになっています。 

 鉾立小学校＋胸上小学校は、令和12年度に複式学級が生じる見込みです。 

 また、鉾立小学校を含めた４校を統合した場合、一部の学年を除いて、１学年１学

級となりますが、令和16年度までは複式学級は生じない見込みです。 

② 市全体の学校の配置 

 東部地区は、山に囲まれているため、児童の通学距離を考慮すると、この地域に小

学校を少なくとも１校配置することが望ましいと考えます。 

③ 教室数 

 統合後に使用する場合、胸上小学校は必要な教室数を有していますが、山田小学校

と後閑小学校は教室数が不足しています。 

④ 防災上の視点              ※鉾立小学校は、木造校舎の耐震性能が不足 

学校名 
津波 

（浸水深） 

高潮 

（浸水深） 

高潮 

（浸水深最大規模） 
土砂災害 

（警戒区域） 

土砂災害 

（特別警戒区域） 

山田小 0ｍ 0ｍ 1～3ｍ未満 ー ー 

胸上小 0.5～1ｍ未満 1～3ｍ未満 3～5ｍ未満 ー ー 

参照：玉野市防災ハザードマップ 以下同様 

R7 胸上小へ集約 
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⑤ 再編後の学校の位置 

 再編後の地域のほぼ中心に位置しているのは、胸上小学校です。山田小学校と後閑

小学校は、再編後の地域の中での位置としては、偏りがあります。 

⑥ その他 

 胸上小学校は、通級指導教室を設置しています。 

 また、４校の再編に伴って、新しい校名・校歌・校章などを検討する場合は、鉾立

地域の意見も聞きながら進めていく必要があります。 

距離 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校間距離 

胸上小～山田小  1.4km胸上小～後閑小 

4.7km 

胸上小～鉾立小 2.9km 

学校間移動時間（バス） 

胸上小～山田小 約5分 

胸上小～後閑小 約10分 

胸上小～鉾立小 約5分 

最も遠い集落からの距離 

鼈頭→胸上小  3.0km 

大藪→胸上小  6.0km 

相引→胸上小  5.4km 
 

  

鉾立小 

半径２km 圏内 

胸上小 

山田小 

出典：国土地理院地図 

後閑小 
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＜№２ 八浜小学校、大崎小学校の再編＞ 

再編 

方針 

◆ 八浜小学校と大崎小学校を統合 

 令和10年度に大崎小学校は複式学級が生じる見込みとなっていますが、加配教員

の確保に努め、再編後の学習に影響が生じないような体制を整えます。 

時期：令和11年度（2029年度） 

位置：八浜小学校 

通学手段：徒歩、公共交通機関又は通学用バス等を活用 

児童数

学級数

見込み 

 

   

 

   

 

 

 

 

 

学年 
R11 

児童数 学級数 

１年 39 2 

２年 22 1 

３年 31 1 

４年 35 1 

５年 37 2 

６年 41 2 

合計 205 9 

学校名 
R６ R11 

児童数 学級数 児童数 学級数 

八浜小 171 6 141 6 

大崎小 92 6 64 5 

合計 263 12 205 11 

考え方 

① 複式学級の解消＋単学級の解消（クラス替えが可能） 

 八浜小学校は、全学年単学級となっており、令和16年度までは、複式学級は生じ

ない見込みですが、児童数は減少傾向にあります。 

 大崎小学校は、令和10年度には複式学級が生じる見込みです。一時的に複式学級

が生じない時期もありますが、児童数は減少傾向にあります。 

 八浜小学校と大崎小学校を統合した場合、一部の学年を除いて、１学年１学級とな

りますが、令和16年度までは複式学級は生じない見込みです。 

② 市全体の学校の配置 

 八浜地域は、２方向を山に囲まれているため、児童の通学距離を考慮すると、この

地域に小学校を少なくとも１校配置することが望ましいと考えます。 

③ 教室数 

 統合後に使用する場合、八浜小学校は必要な教室数を有していますが、大崎小学校

は教室数が不足しています。 

④ 防災上の視点 

学校名 
津波 

（浸水深） 

高潮 

（浸水深） 

高潮 

（浸水深最大規模） 
土砂災害 

（警戒区域） 

土砂災害 

（特別警戒区域） 

八浜小 0ｍ 0ｍ 0.5～1ｍ未満 該当 一部該当 

大崎小 1～3ｍ未満 0ｍ 1～3ｍ未満 ー ー 

⑤ 再編後の学校の位置 

 八浜小学校も大崎小学校も再編後の地域の中での位置としては、やや偏りがあり

ます。 

⑥ その他 

 なし 
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距離 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校間距離 八浜小～大崎小    2.7km 

学校間移動時間（バス） 八浜小～大崎小    約5分 

最も遠い集落からの距離 
硯井→八浜小     4.4km 

南七区西側→八浜小  4.8km 
 

 

  

大崎小 

八浜小 

半径 2km 圏内 

出典：国土地理院地図 
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＜№３ 築港小学校、宇野小学校の再編＞ 

再編 

方針 

◆ 築港小学校と宇野小学校を統合 

  宇野小学校の複式学級が生じる時期の直前に再編するという考え方もあります

が、クラス替えができる規模の環境をできるだけ早く提供するため、両校を統合し

ます。再編後の学校の位置は、教室数や教育的な機能面を考慮し、宇野小学校が適

当と考えます。再編の時期は、小学校全体の再編時期を考慮し、令和12年度とし

ます。 

時期：令和12年度（2030年度） 

場所：宇野小学校 

通学手段：徒歩、公共交通機関又は通学用バス等を活用 

児童数

学級数

見込み 

 

   

 

   

 

 

 

 

 

学年 
R12 

児童数 学級数 

１年 30 1 

２年 35 1 

３年 37 2 

４年 33 1 

５年 37 2 

６年 38 2 

合計 210 9 

学校名 
R６ R12 

児童数 学級数 児童数 学級数 

築港小 101 6 111 6 

宇野小 175 7 99 6 

合計 276 13 210 12 

考え方 

① 複式学級の解消＋単学級の解消（クラス替えが可能） 

 築港小学校は、令和16年度までは、複式学級は生じない見込みですが、１学級の

人数が一部の学年を除いて１０数人と少なく、小規模化が進んでいます。 

 宇野小学校は、令和16年度までは、複式学級は生じない見込みですが、全学年単

学級となっています。令和16年度以降も児童数は減少傾向にあり、令和29年度に複

式学級が生じる見込みとなっています。 

 築港小学校と宇野小学校を統合した場合、半数の学年で１学年２学級となります。 

② 市全体の学校の配置 

 市の中心地域に小学校を少なくとも１校配置することが望ましいと考えます。 

③ 教室数 

 統合後に使用する場合、宇野小学校は必要な教室数を有していますが、築港小学校

は教室数が不足しています。 

④ 防災上の視点 

学校名 
津波 

（浸水深） 

高潮 

（浸水深） 

高潮 

（浸水深最大規模） 

土砂災害 

（警戒区域） 

土砂災害 

（特別警戒区域） 

築港小 0ｍ 0ｍ 0ｍ 該当 一部該当 

宇野小 0ｍ 0ｍ 0ｍ 該当 ー 

⑤ 再編後の学校の位置 

 築港小学校も宇野小学校も再編後の地域の中での位置としては、やや偏りがあり

ます。 
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⑥ その他 

 宇野小学校は、通級指導教室を設置しています。 

距離 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校間距離 築港小～宇野小    2.5km 

学校間移動時間（バス） 築港小～宇野小    約5分 

最も遠い集落からの距離 

築港3丁目→宇野小  1.9km 

築港4丁目→宇野小  2.7km 

築港5丁目→宇野小  2.4km 
 

 

  

宇野小 

築港小 

半径 2 ㎞圏内 

出典：国土地理院地図 
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＜№４ 玉小学校、玉原小学校、日比小学校、第二日比小学校の再編＞ 

再編 

方針 

◆ 玉小学校、玉原小学校、日比小学校、第二日比小学校を統合 

  中長期的な視点から、玉小学校、玉原小学校、日比小学校、第二日比小学校の４

小学校での再編を行います。再編後の学校の位置としては、４校のうちいずれか１

校を活用することを検討しましたが、どの学校を活用したとしても、一長一短ある

ことから、中学校の再編後に日比中学校を小学校として転用して活用することと

します。再編時期については、日比中学校を小学校に転用するための改修工事の着

手が令和9年度以降からとなり、設計及び工事に一定期間を要するため、令和12

年度とします。 

  玉原小学校は令和10年度に、第二日比小学校は令和11年度に複式学級が生じ

る見込みとなっていますが、加配教員の確保に努め、再編後の学習に影響が生じな

いような体制を整えます。 

時期：令和12年度（2030年度） 

位置：現日比中学校（施設改修） 

通学手段：徒歩、公共交通機関又は通学用バス等を活用 

児童数

学級数

見込み 

 

   

 

   

 

 

 

 

 

学年 
R12 

児童数 学級数 

１年 32 1 

２年 34 1 

３年 34 1 

４年 33 1 

５年 52 2 

６年 56 2 

合計 241 8 

学校名 
R６ R12 

児童数 学級数 児童数 学級数 

玉小 88 6 81 6 

玉原小 98 6 46 4 

日比小 115 6 61 6 

二日比小 97 6 53 5 

合計 398 24 241 21 

考え方 

① 複式学級の解消＋単学級の解消（クラス替えが可能） 

 玉小学校は、全学年単学級となっており、令和16年度までは複式学級が生じない

見込みですが、１学級の人数が10数人と少なく、小規模化が進んでいます。 

 玉原小学校は、全学年単学級となっており、令和10年度に複式学級が生じる見込

みです。 

 日比小学校は、全学年単学級となっており、令和14年度から複式学級が生じる見

込みです。 

 第二日比小学校は、全学年単学級となっており、令和11年度に複式学級が生じる

見込みです。 

▶玉小学校と玉原小学校を統合した場合 

 １学年１学級にしかならずクラス替えができる規模にはなりません。また、令和

16年度には、１学級の人数が10数人まで減少し、再び学校再編が必要な規模となる

見込みとなっています。 

▶日比小学校と第二日比小学校を統合した場合 

 １学年１学級にしかならずクラス替えができる規模にはなりません。また、令和
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16年度には、１クラスの人数が10数人まで減少し、再び学校再編が必要な規模とな

る見込みとなっています。 

▶玉小学校、玉原小学校、日比小学校、第二日比小学校の４校を統合した場合 

 高学年は１学年２学級となり、クラス替えができる規模となります。低学年につい

ては、１学年１学級にしかなりませんが、１学級の人数が30人～35人となります。

また、令和16年度には、全学単学級となる見込みなっており、１学級の人数は、25

人～30人となる見込みです。 

② 市全体の学校の配置 

 市の南部地域に小学校を少なくとも１校配置することが適当と考えます。 

③ 教室数 

 統合後に使用する場合、玉原小学校、日比小学校、第二日比小学校は必要な教室数

を有していますが、玉小学校は教室数が不足しています。 

④ 防災上の視点 

学校名 
津波 

（浸水深） 

高潮 

（浸水深） 

高潮 

（浸水深最大規模） 

土砂災害 

（警戒区域） 

土砂災害 

（特別警戒区域） 

玉小 0ｍ 0ｍ 0.3ｍ未満 該当 ー 

玉原小 0ｍ 0ｍ 0ｍ ー ー 

日比小 0ｍ 0ｍ 0ｍ 該当 ー 

二日比小 1～3ｍ未満 1～3ｍ未満 3～5ｍ未満 ー ー 

日比中 0ｍ 0ｍ 0ｍ 該当 一部該当 

⑤ 再編後の学校の位置 

 どの小学校も再編後の地域の中での位置としては、偏りがあります。 

 日比中学校については、再編後の地域のほぼ中心に位置しています。 

⑥ その他 

 なし 
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距離 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

学校間距離 

日比中～玉小    3.2km 

日比中～玉原小   1.1km 

日比中～日比小   1.1km 

日比中～二日比小 1.7km 

学校間移動時間（バス） 

日比中～玉小    約10分 

日比中～玉原小   約５分 

日比中～日比小   約５分 

日比中～二日比小 約５分 

最も遠い集落からの距離 

レイク玉原→日比中  3.3km 

前谷奥→日比中    3.7km 

向日比２丁目→日比中 2.5km 

渋川３丁目→日比中  4.3km 

 

 

 

 

  

半径 2 ㎞圏内 

二日比小 

日比小 

玉原小 

玉小 

日比中 

出典：国土地理院地図 
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(３) 中学校（再編時期順） 

＜№１ 宇野中学校、玉中学校、日比中学校の再編＞ 

再編 

方針 

◆ 宇野中学校、玉中学校、日比中学校を統合 

  玉中学校は２学年で単学級、日比中学校は全学年単学級となっているため、早期

に再編が必要であることから、再編の時期は令和９年度とします。 

時期：令和９年度（2027年度） 

位置：宇野中学校 

通学手段：徒歩、自転車、公共交通機関又は通学用バス等を活用 

生徒数

学級数

見込み 

 

   

 

   

 

 

 
 

学年 
R９ 

生徒数 学級数 

１年 170 5 

２年 178 5 

３年 181 5 

合計 529 15 

学校名 
R６ R９ 

生徒数 学級数 生徒数 学級数 

宇野中 293 9 340 10 

玉中 113 4 90 3 

日比中 107 3 99 3 

合計 513 16 529 16 

考え方 

① 複式学級の解消＋単学級の解消（１学年３学級以上） 

 宇野中学校は、小規模校に分類されるものの１学年３学級以上あります。 

 玉中学校は、令和７年度には、全学年単学級となる見込みとなっており、今後も小

規模化が進んでいきます。 

 日比中学校は、既に全学年単学級となっており、今後も小規模化が進んでいきま

す。 

 玉中学校と日比中学校を統合した場合、１学年２学級にしかならず、令和15年度

には、一部の学年では１学年１学級となる見込みとなっています。 

② 市全体の学校の配置 

 市の中心部から南部地域に中学校を少なくとも１校配置することが望ましいと考

えます。 

③ 教室数 

 統合後に使用する場合、宇野中学校、日比中学校は必要な教室数を有しています

が、玉中学校は教室数が不足しています。 

④ 防災上の視点 

学校名 
津波 

（浸水深） 

高潮 

（浸水深） 

高潮 

（浸水深最大規模） 

土砂災害 

（警戒区域） 

土砂災害 

（特別警戒区域） 

宇野中 0.5～1ｍ未満 1～3ｍ未満 1～3ｍ未満 ー ー 

玉中 0ｍ 0ｍ 0ｍ 該当 一部該当 

日比中 0ｍ 0ｍ 0ｍ 該当 一部該当 

⑤ 再編後の学校の位置 

 再編後の地域のほぼ中心に位置しているのは、宇野中学校です。 

⑥ その他 

 なし 
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距離 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校間距離 
玉中～宇野中     4.5km 

日比中～宇野中    5.6km 

学校間移動時間（バス） 
宇野中～玉中     約10分 

宇野中～日比中    約10分 

最も遠い集落からの距離 
渋川３丁目→宇野中  9.0km 

レイク玉原→宇野中  5.6km 
 

 

  

宇野中 
半径６km 圏内 

玉中 

日比中 

出典：国土地理院地図 
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＜№２ 山田中学校、東児中学校の再編＞ 

再編 

方針 

◆ 山田中学校と東児中学校を統合 

  山田中学校と東児中学校を統合した場合、１学年３学級以上にはなりませんが、

中学校全体の配置を考慮し、山田中学校、東児中学校の２校での再編を行います。

山田中学校、東児中学校において、既に全学年単学級となっており、早期に再編が

必要であることから、再編の時期は、令和９年度とします。再編後の学校の位置は、

防災面（津波）を考慮して、東児中学校とします。 

  しかしながら、中長期的な視点でみると、令和17年度には、今の山田中学校と

同程度の規模となる見込みであることから、次の段階の再編を検討する必要があ

ると考えます。 

時期：令和９年度（2027年度） 

位置：東児中学校 

通学手段：徒歩、自転車、公共交通機関又は通学用バス等を活用する。 

生徒数

学級数

見込み 

 

   

 

   

 

 

 
 

学年 
R９ 

生徒数 学級数 

１年 46 2 

２年 40 1 

３年 30 1 

合計 116 4 

学校名 
R６ R９ 

生徒数 学級数 生徒数 学級数 

山田中 56 3 45 3 

東児中 69 3 71 3 

合計 125 6 116 6 

考え方 

① 複式学級の解消＋単学級の解消（１学年３学級以上） 

 山田中学校は、全学年単学級となっており、生徒数が年々減少し、小規模化が進ん

でいます。 

 東児中学校は、全学年単学級となっており、生徒数が年々減少し、小規模化が進ん

でいます。 

② 市全体の学校の配置 

 市の東部地域に中学校を少なくとも１校配置することが適当と考えます。 

③ 教室数 

 統合後に使用する場合、どちらの中学校も必要な教室数を有しています。 

④ 防災上の視点 

学校名 
津波 

（浸水深） 

高潮 

（浸水深） 

高潮 

（浸水深最大規模） 

土砂災害 

（警戒区域） 

土砂災害 

（特別警戒区域） 

山田中 0.3ｍ～0.5未満 0ｍ 1～3ｍ未満 ー ー 

東児中 0ｍ 0ｍ 0ｍ 該当 一部該当 

⑤ 再編後の学校の位置 

 どちらの学校も再編後の地域の中での位置としては、偏りがあります。 

⑥ その他 

 なし 
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学校間距離 山田中～東児中    5.4km 

学校間移動時間（バス） 山田中～東児中    約10分 

最も遠い集落からの距離 大藪→東児中     7.2km 
 

東児中 
半径６km 圏内 

山田中 

出典：国土地理院地図 
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＜№３ 荘内中学校、八浜中学校の再編＞ 

再編 

方針 

◆ 荘内中学校と八浜中学校を統合 

  八浜中学校の隣接中学校は、宇野中学校や荘内中学校がありますが、中学校の全

体の配置を考慮し、荘内中学校と統合します。統合の時期としては、八浜中学校の

規模が全学年単学級になるタイミングである令和15年度に統合します。ただし、

八浜中学校の生徒数を注視し、令和15年度より前に全学年単級となる見込みが生

じた場合は、再編時期を早める必要があると考えます。 

時期：令和15年度（2033年度） 

位置：荘内中学校 

通学手段：徒歩、自転車、公共交通機関又は通学用バス等を活用 

生徒数

学級数

見込み 

 

   

 

   

 

 

 
 

学年 
R15 

生徒数 学級数 

１年 126 4 

２年 138 4 

３年 167 5 

合計 431 13 

学校名 
R６ R15 

生徒数 学級数 生徒数 学級数 

荘内中 393 12 328 10 

八浜中 133 5 103 3 

合計 526 17 431 13 

考え方 

① 複式学級の解消＋単学級の解消（１学年３学級以上） 

 荘内中学校は、１学年４学級あり、適正規模校に分類されます。 

 八浜中学校は、生徒数が減少傾向にあり、令和15年度には、全学年単学級となる

見込みです。 

② 市全体の学校の配置 

 市の西北地域に中学校を少なくとも１校配置することが適当と考えます。 

③ 教室数 

 統合後に使用する場合、どちらの中学校も教室数が不足しています。 

④ 防災上の視点 

学校名 
津波 

（浸水深） 

高潮 

（浸水深） 

高潮 

（浸水深最大規模） 

土砂災害 

（警戒区域） 

土砂災害 

（特別警戒区域） 

荘内中 0ｍ 0ｍ 0ｍ ー ー 

八浜中 1～３ｍ未満 0ｍ 1～3ｍ未満 ー ー 

⑤ 再編後の学校の位置 

 どちらの学校も再編後の地域の中での位置としては、偏りがあります。 

⑥ その他 

 荘内中学校は、通級指導教室を設置しています。 
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距離 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校間距離 八浜中～荘内中 8.9km 

学校間移動時間（バス） 八浜中～荘内中 約15分 

最も遠い集落からの距離 
見石→荘内中  10.7km 

波知→荘内中  10.1km 
 

  

八浜中 

半径６km 圏内 

荘内中 

出典：国土地理院地図 
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